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　次の の中に正しい答えを入れなさい．
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のとき，x+ y = , x7y5 +x6y6 +x5y7 = である．

（２） x2 + 2xy + x − 4y − 6を因数分解すると である．

また，x2 + 2xy + x − 4y − 42 = 0を満たす自然数 x, yの組をすべて求めると，(x, y) =

である．

（３）
√

5 +
√

15を小数で表したときの整数部分を a，小数部分を bとする．このとき，

a = ，a2 + b2 = である．

（４） 大，中，小の3つのさいころを投げて出た目をそれぞれa, b, cとする．このとき，積abcが 5の倍数となる確率は

である．また，a + b + c≧ 15となる確率は である．
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E（５） 右の図のように AB, CBをそれぞれ直径とする大小 2つの半円があり，AEは小さい方の半円

上の点 Dにおける接線である．
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DBを最も簡単な整数の比で表すと

: である．
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【２】 右の図のように放物線 y = ax2と直線 y = 4
5 x + bが 2点 P, Qで交わっており，点 Pの

座標は (5, 5)である．

（１） a = ，b = である．また，

点Qの座標は

 ,

である．
（２） △OPQの面積は である．

（３） 放物線上を動く点をRとする．△OPQと△PQRの面積が等しくなるようなO以外の点Rの

x座標をすべて求めると である．
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【３】 （１）右の図 1において，直線 ℓ上に点 Pをとり，AP+PBの長さを最も小さくするには次のように点 Pをとればよい．
　　　　　　　「直線 ℓに関して点Aと対称な点A′をとり，線分A′Bと ℓとの交点を Pとする．」
この理由を説明しなさい．
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図 1（説明）

（２） 右の図 2のように，鋭角三角形 ABCの辺 BC上に点Dがある．2点 P, Qをそれぞれ辺 AB, AC上に
とり，△DQPをつくる．このとき，△DQPの周の長さを最も小さくするには 2点 P, Qをそれぞれどのよ
うにとればよいか説明しなさい．
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図 2（説明）
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【４】 右の図 1のような 2n個のマスのそれぞれに○，×のいずれかの記号を入れる入れ方を考
える．ただし，180°回転して同じになるものは 1通りと数えることにする．たとえば n = 1の
とき，記号の入れ方は図 2のように 3通りある．

（１） n = 2のとき，記号の入れ方は 通りある．

（２） n = 3のとき，記号の入れ方は 通りある．

（３） nが自然数のとき，2n個のマスに記号を入れる入れ方は nを用いて 通りと表せる．
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【５】 右の図のような，AB = AC = 3, BC = 2, AD = 4の三角柱ABC-DEF がある．

（１） 三角柱ABC-DEFの体積は である．

（２） 点Aを通る平面でこの三角柱の体積を二等分するように切断した．切り口の平面と
辺 BE, 辺 CFとの交点をそれぞれ P, Qとすると，PQと BCが平行になった．このとき，

BPの長さは であり，△APQの面積は である．

（３） （２）の切断でできた 2つの立体のうち辺 BCを含む方の立体をXとし，これをさらに
切断する．辺 BCを含む平面で切るとき，切り口の平面と辺AP, 辺AQとの交点をそれぞれ

R, Sとする．AQ : AS = 1 : a (ただし 0 < a < 1)のとき，三角錐 S-BCQの体積は aを用いて と表せる．

また，この切断によって立体Xの体積が二等分されるとき，a = である．



 令和 7 年度 大阪星光学院高校 解答  

 
 
 (1) 8, 63  (2) (x－2)( x＋2 y＋3) (3,15) (5,2) 

 

   (3) 6, 92  10√3 െ 12√5 െ 12√15   (4) ଽଵ

ଶଵ
 , ହ

ହସ
   (5) 7:13 

 
 

 (1) a＝ଵ

ହ
 b＝1 Q(－1, ଵ

ହ
 )  (2) △OPQ＝3  (3) x＝4, 2±√14 

 
 
 (1) AP＝A’P より, AP＋PB＝A’P＋PB 
    A’P＋PB が最小となるのは, A’,P,B が一直線上にあるとき 

 
  (2) 辺 AB に関して点 D の対称点 D’をとる 
   辺 AC に関して点 D の対称点 D’’をとる 
   線分 D’D’’と辺 AB,AC との交点をそれぞれ P,Q とする 

 

 (1) 10 通り  (2) 36 通り  (3) 2  ଶమିଶ

ଶ
 

 
 

 (1) 体積＝8√2  (2) BP＝3 △APQ＝√17  (3) 体積＝2√2ሺ1 െ 𝑎ሻ a＝
ିଵା√ହ

ଶ
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